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しものごうかんごうしやうらく

下之郷町に所在する、弥生時代中期の環濠集落である下之郷遺跡の現地説

明く会を、6月29日（士）に行いました。調査地はJR守山駅から北西に約2

1皿の地点にあたり、やや交通の便が悪かったのですが400名を越える見学
ほったてばしらたてもの

学者が訪れました。弥生時代中期の暮らしぶりを示す掘立柱建物や3重の環

濠、石斧や石剣などの石器類、土器などを、多くの人に見て頂きました。特
からこ・かぎ

に今回の調査で、近畿地方では唐古・鍵遺跡についで2例目となる環濠集落

の出入口が検出された点は、貴重な成果といえます。また､ムラを堅固に囲

む環濠や、武器類の出土などから、弥生時代に戦いが行われていたことを示

していると考える研究者もいますc

J発掘言周査プごヨニリ屋号=響－－－－、

1、下之郷遺跡の調査※大規模な弥生時代中期の環濠集落

4月末より調査を行っていた下之郷遺跡は7月末をもって終了しました“

今回の調査では、当初に予想されたとおり3条の環濠と集落内部の建物群等

が検出されました。見つかった3条の環濠のうち一番内側の濠は、当初は水
た

の溜まっている状態があったと思われますがその後
どばし

－
０ 部を土砂で埋めもど

し、土橋状の通路が作られていました。土橋の両側には直径10cm程の丸太を
さく

立ち並べて柵としていました。その土橋を通り、集落に入った場所には、2

本対になった柱跡があり、門柱のようなものが立っていたと思われます。言

た、集落に入った場所には、3棟の掘立柱建物跡が見つかりました。これ喝

の建物には、遺構の切り合いから新古関係が認められ、建て替えがあったも
●

のと思われます。いずれも高床式の建物で、出入口を守備する建物であった
･

可能性があります｡．

けパ

さくれつだせいきせい挫きぞくせ

これらの建物や、柵列を配した出入口の周辺には、打製や磨製の石鑑や正

剣が散乱した状態で多数出土し
ちゅうほそがたどうけ人

かずらちようきゅう

また内濠からは弓（葛まきの長弓）が、外
争

濠からは銅剣（中細型銅剣）が発見されました。これらの武器や施設の検仕
a
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状況から、当時この地点で戦闘状態があったことが想像されます。OH畑）

銅剣出土地点

場
、

..

G蛙おおす‐

2、伊勢･大洲遺跡の調査※弥生時代後期の大溝を検出（ら秒
あむらおおす

阿村町字大洲で、5月上旬より行っていた伊勢・大洲遺跡の調査も7月上旬で終了しました。今回の

調査地点は伊勢・大洲遺跡でも最も高所に位置するところで、集落域の東端にあたります。調査対象面
たてあなじゅうきょ

積は約300㎡で、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての大溝､竪穴住居などが検出されました。

竪穴住居は出土土器から古墳時代初頭とみられ、

5.3m×6mを測る方形プランの住居です。大

溝は南北方向に伸び、幅約7m、深さ約2.2m

を測る大規模なものです。断面形は逆台形で中央

部がV字状に掘削されています。集落の内側はな

だらかに上がっていくのですが、外側は垂直に近

く立ち上がる断面形をしています。溝の中層から

は古墳時代前期の土器が、下層からは古墳時代初

頭、最下層からは弥生後期の土器が出土していま

す。このことから、弥生時代後期にこの溝が埋没

しはじめて､古墳時代前期にも完全には埋まらず
くぼ

に、窪んでいたものと考えられます。調査位置か
びこうち

ら、東西方向にのびる微高地を南j防向に切断す

る溝と見られ電伊勢・大洲遺跡の東端を区画する

施設と考えられます。（伴野）

、

△‐大洲遺跡平面図

3、吉身西遺跡の調査※縄文時代から古墳時代の複合遺跡

市民病院建設に伴い、昨年度に引き続き調査を行いました。今回は、約600㎡を対象に5月14日

から6月6日までの間、調査を行いました。その結果、縄文時代後期末とみられる竪穴住居1棟、弥生

（
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一
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時代後期の竪穴住居・士墳、古墳時代後期の溝や自然流路などが検出されました。縄文時代の竪穴住居

は、4m×3mの規模の楕円形の平面プランで､石棒状の石器が柱穴から出土しました。今回の調査地

点から100m南で同じ時期の集落が検出されていて、その集落との関係力牲目されます。（小島）

▽吉身西遺跡平面図
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4，古高城遺跡の調査(A地点）※奈良・平安時代の集落
．・えんまどう

前号で報告した焔魔堂町に所在する古高城遺跡の調査も5月31日で終了しましたので報告します。図；

のとおり掘立柱建物6棟(SB-1～6)と溝(SD-1、2)土壌(SK-1～5)柱穴と井戸1基：
ひさし

(SE-1)などが調査で見つかりました。SB-1は南側に庇を持つ2×5間の建物で、SB-2、：

5は2×2間、SB-4は3×3間、SB-2は2×3間の規模です。SB-6は他の5棟と柱穴；

の土里士や方：位が異なってい

ますが、SB-1～4は方

位が南北方向であること、
すみまるほうけい

隅力方形の柱穴であること

から、同時期と見られます。
かたよ

やや西に偏るSB-5も出

十十器から見てSB-1~

4と同じく奈良～平安時代

前期の建物と考えられます。

次に、井戸SE－1は深さ

3.5mを測る井戸で、3
おけわくいずつ

段の桶枠を井筒に用いてい

ます。出土遺物からみて、

衝

SB-
、ぶ
*

△古高城遺跡(A地点）平面図



に愚息薫熱麓駕護恵鴛鷲手重震駕窯噌
考えられますが、古高城遺跡の新たな側面が判明したことが、今回の調査の大きな成果であるといえま

す。（岩崎）

5、古高城遺跡の調査(B地点）※中世の集落遺構

古高町集落の南側縁辺の水田地を調査しています｡現在､調査地の約半分の様子が明らかになりつつ：
<かくみぞやしきち

あります。調査区の北西、南西に濠が、その内側からは区画溝に囲まれた屋敷地、掘立柱建物1棟・士言

壌・柱穴を検出しています。濠や区画溝、柱穴の埋士は灰褐色土と黒褐色士が混じりあった土で、近世：

近世以降の遺構と考えられます。掘立柱建物は、黒褐色の埋土で鎌倉時代の遺構と見られます。次号の：

「乙貞」において、詳しく調査結果を報告したいと思います。（岩崎）

’6，八ノ坪遺跡の調査(A地点）※古墳時代の自然流路とその利用
かどう

下層の調査で、河道を利用して作られた水田と考えることができる遺構が検出されました。
だいけいはん しょうけいはん．

旧河道の脇に大畦畔（畦畔1）がつくられ、その内側に、水田を区画する小畦畔がつくられていたと

思われます。（図1)畦畔は後世の削平を受けているため残りが悪いのですが、水田は小区画だったと
つきみ

考えられます。（畦畔2．3）この水田面からは、6世紀中頃につくられた須恵器の琢身がみつかって

います。SD-1は、砂で埋まっていて、水が相当流れていたことを示しています。溝底からは古墳時

|代中期の土器が出土しています。SD-2もSD-1と同じく水が流れていたと考えられます。縄文士

器と思われるものがたくさんみつ

かっていますが、これはSD-2

を掘ったときに積み上げられてで

きた、高まりから流れ込んできた

ものではないかと考えられます。

.(図3）（藤原）
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7、 八ノ坪遺跡 (B 地点〉
つゆ

6月上旬から開始した八ノ坪・遺跡の調査も、・梅雨のさなかで遺構検出と排水作業を繰り返し、進んで

います。今回は、共同住宅建築工事に先立つもので、 9月下旬をめと可こ約20001[fを対象に調査を実施す

る予定です。現在1000nfの調査が終了したところです。 T-1では、幅41n-...10m、深さ約20cm-...30叩

を測る鍬減島を検出しました。 T'-'2の上厨では古境時代の溝 (80-3)を検出したほか、潟2条

(S 0-1・2)、柱穴 (SP -1・2)を検出しました。 SD~3以外の遺構からは、遺物が出土し
さいど

なかったため時期決定するには至りませんでした。 80-3は、同一の埋土である8P-l・2に切ら

れていること泊、ら、鴻 (80-3)よりも柱穴 (SP --1・2)のほうが新しい遺構と考えられます。
どこう

T-2の下層からは溝状の遺構の他、柱穴4つ (8P --3 -... 6 )土坑 C8K-l)'を検出しました。下

層で検出した鴻状の遺構は、 T.-1で見つかった流路と関連するものではないかとみられます。出土造

物については、整理作業が進んだ状態でお知らせします。(小fj:D
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、‘
 

• • • • -・.ー. -. 
、
『. . 
‘ .ー一・.ー

T-2珊

T-l 

A 八ノ坪遺跡 (8地点〉平面図
さかでら

8、 酒寺遺跡〈第38・39次調査)

播磨田町字平成の里において、 2ヵ所の発郷調査を行いましたの 38次調査は庖舗建築に先立って、約
どζう

.148 nfを対象に 5 月 20日から2~~日にかけて発摘しましたの遺構はピ、ソト 4 つ、土繍 1 ~去、満 l 条を検出

しました。土墳は東に向かつて浅く務ち込み、調査区外へと広がるもので、須忌{総が山土していること

から古墳時代後期と考えられますのまた、ピ‘ソトからも須忠採がHLL:し、土繍と同時期と思われます。

潟は少しカーブしていることから、努結局議議の可能性があり、弥生二!二総がわずかに出土しています。

39次調査は宅地造成にやf~い、約 ~85nfの而積を6月10日から調査しています。検t1ti虚構は、方形周術

基2基、溝l条、ピット、旧河道があります。方形周溝纂は両方とも全体を検出していませんが台状部

で、一辺が8X-lで約5In、sX ---: 2では6.2111前後を測る規模です。 1:11土遺物から弥生時代後期と
考えられます。潟はSX-lの東隅付近から東に向かつてのひ'る偏50cmです。遺物は無く時期は不明で

すが、方形周溝墓と溝は旧河道に切られ、!日河道から古埼時代後期の須恵探がHt:上していることから、

5 



それ以前の時期であると思われます。（畑本）
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酒寺遺跡（第39次調査）

はりまだにし △酒寺遺跡39次調査平面図
9，播磨田西遺跡の調査

下之郷町字尾中において、ガソリンスタンド建設に先立つ調査を実施しました。ここは昨年9月から

10月まで既に調査をしていて、今回は計画変更から新たに生じた約240㎡が対象とし、3カ所のトレ
どこう

ンチを設定しました。遺構は第11､レンチで溝と土城、第2トレンチでピット・溝、第3トレンチで溝

ピットを検出し、溝は先の調査に続くものであることがわかりました6（畑本）

っかのこし

10、塚之越遺跡（第11次調査）

4月より約4000㎡の調査が終了しました。この中でだ
ほうけいしゅうこうぽ

された方形周溝墓とは別の群と考えられる地点で、方形周

溝墓と考えられる遺構が発見された事です。これは他の溝

と切り合っていて、周溝の深さも浅く、残りがあまり良く
りっ9ょうぶ

ないものです。一部に陸橋部を持っています。時期は、周

溝より土器が出土していないので特定できませんが、切り
どこう

合っている溝や、つながっている土壌から出土した土器か

ら、弥生時代後期のものと考えられます。このような形の

墓は当遺跡第9次調査で検出した前方後方形周溝墓や、当
へそ りっ包よう

遺跡と接している栗東町の総遺跡からも辺の一部に陸橋を

持つ方形周溝墓や、前方後方形周溝墓が見つかっています。

この付近では、このような形態の墓がまだ多数存在する可

能性があります。（佐々木）塚之越遺跡第11次調玉

この中で注目すべき発見は以前報告しました、掘り直

ｎ
Ｕ
ｍ1次調査平面図 △



11、吉身西遺跡（第72次調査）

県立小児医療センターの北東約500mに位置する水田地で、共同住宅建築に先立ち、約300㎡を

対象に調査を実施しました。5月末で調査は終了しましたが、整理中なので、今の時点でわかっている

ことをお知らせします。

下層からは幅約2．Om、深さ約1.5mの溝(SD-9)が見つかっています。上層の溝は南西方

向に湾曲するのに対して、下層の溝は北西方向に湾曲しています。この調査区の北東には環濠をもつ下

之郷遺跡が広がっていて、これまでの調査より、3条の環濠と、その外側に2～3条の溝力斬々で途切

れながら、存在することが確認されています。3条の環濠のうち、一番外側の環濠はこの調査区の隣の

地域に存在すると考えられています。下面の溝は北に行くに従って浅くなり、調査区の外で途切れるよ
あわ

うです。また、規模・遺物の量・上面の溝の時期も併せて考えると、今回の下面の溝は3条の環濠の外
』イいしょく~いたい

側に付随する溝のようです。またわずかながら、溝底から植物遺体が見つかっていて、今後の検討によ

って下之郷遺跡と併せて当時の環境が復元できたらと考えています。（山中）

、×上層

諺－9SD
‐
．
〃
″

八
Ｕ
ｍ下層

△吉身西遺跡第72次調査平面図
、

12，．酒寺遺跡;の調査（第37次調査）

前回報告した酒寺遺跡（37次調査）は、5月末に終了しました。現P在整理中なので、分かっている事
鶏：

を中心に報告したいと思います。審簿:j

残りの北半を調査したところ、方形周溝墓3基(SX-2．5．6)、土壌(SK-1～4)と柱穴
まいそうしやこうせいさくへい

群(P-1～64)等が検出されました。これらの方形周溝墓の埋葬施設は後世の削平により残っておら

ず、周溝だけが検出されました。このうちのSX-2は前号で紹介した方形周溝墓の続きです｡
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方;形周溝墓の規模は、SX-2は一言辺約9m、SX-5は一辺約7.5mを測ります。SX-6は後

世に鎖を受けたものと考えられ､この調査区からは一辺しか検出できませんでした｡西辺の溝は残つ

いないものの、SX-2．5とその規模はあまり変わりなかったものであったと考えられます。

これらの方形周溝墓の時期はSX-2は周溝内から出土した:土器から、弥生時代後期であると考えら

れます。SX－5．6からはあまり二土器は出土しませんでした5しかし、SX-5．6はその規模や方

向がSX-2に近いと考えられることから、時期もほぼ同時期であると考えられます。

また、ピヅト群からは須恵器が出土していて、古噌墳時代後期であると考えられます。（中村）
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△酒寺遺跡第37次調査平面図

13、古高遺跡（第10次調査）

守山南中学校の北西側の水田約330㎡で、病院建設に先立ち7月9日～16日の期間調査を実施し

ました。遺構は表土より30函程で溝3本

ピット8つが検出されました。溝のうち、

トレンチの長辺方向の溝は、この調査区の

南側の道路の調査でも見つかっていて、そ

の続きと思われます。中からは土師器の小

皿が数点出土しました。この溝が検出され
ぜぃかいしよくねんど

た面から約30cm下層で、青灰色粘土の堆積

力確認されました｡この粘質土は、約2．

Omの厚みがあり、下層ではヨシなどのイ
ふしよくどそう

ネ科の植物を含む腐食土層が、約1m堆積

程需謁＝蒜ゴ％

△古高遺跡平面図
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しています。このことから、13世紀頃になってようやくこの地域の開発が始まったのではないかと考え

られます。（山中）

14、蓋鶏関連遺跡

吉身小学校の西側で、店舗付共同住宅建築に伴い6月24日から7月19日までの期間で発掘調査を実施
・ほうがんそう

しまし戎二･調査の結果、表土下30cmで鎌倉時代頃の4晴3条、その直下で奈良時代の包含層、さらにそ

の下層から古墳時代後期から奈良時代にかけての柱穴と古墳時代後期の自然流路などを検出しました。

奈良時代の包含層からは多量の土器のほかに瓦片も少量ながら出土していることから、益須寺に関連す
なかせんどう

る集落跡が中山道（東山道をほぼ継承したといわれる）を越え、さらに剛に広がっている可能性が考

えられます。なお、調査地の字名は「堂ノ｣源」といい、「堂」が調査地の南約500inの地点にある白鳳

寺院と比定されている益須寺遺跡をさすとすれば、非常に興味深いものです。（小島）、

、、
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《
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△益須寺関連遺跡下層遺構 、

布見点～埋蔵文化財の保存と調査の進展のために～
ロんりんねん麓いぼうれ含ねんだい．いけがみそねにのあぜよこまくら

年輪年代法による暦年代の見直しが池上・曽根遺跡及びニノ畦・横枕遺跡の木材から行われた。これ

まで、考古学者が想定していた年代観からおよそ100年ほど古くなるものであった。弥生時代の年代
さはらまことっで

観は佐原真氏が一定の数値を与えてから、何人もの研究者（石野、都出、白石、丸山、森岡氏等）が

特に後期を中心に論争されていたが、今回提起された年代とは相当な差があるものであった。

これらの研究の鱗(研究史という)が重要であり､善わされたそれぞれの時期での問題意識による

ものであって、その意識の濃さがなければ決して発展してこなかったものである。今日の年輪年代法分

析による年代は従来の考古学的手法では、予測できるものではなかった。最近､特に中期の終わりから
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やまたいこぐ

後期の初め､そして後期の終わりが問題となってきた。邪馬台国時代と呼ばれる頃の研究と無関係では
うかが

ないこと力窺われるが、目的は単にそれだけではなく、土器の変化を追うことで、純粋な考古学として
どうきよう．どうけんどうほこ

の研究が元になっている。しかしながら、近畿地方では二I仇州と異なり、銅鏡や銅剣、銅矛の出土が無

く、中国大陸などとの年代の比較が困難であったため、暦年代の研究が遅れていたことも事実である

今回の年輪年代による年代観の枠組みの変化は郷九州の年代に近いことから、今後それぞれの土器の

変化を相互に比較しながら、さらに詳細な分類が必要となる。
」

また、研究者の中には、今回の提起に対して批判的な意見を唱える方もいる。1，2例だけでこれま

での考古学の蓄積を放棄することは問題だというのである。確かに、意見としてはあり得ることではあ
．けん冠よ

る。しかしながら、謙虚な姿勢で、これから発掘されるであろう木材を積極的に年輪年代法で年代を求

める姿勢こそ、年輪年代学だけでなく、考一古学を歴史学に高めてゆく方法ではないだろうか。今後は年
●

輪年代学を認める者と否定する者の二者に大きく分かれて論争が行われるだろう。成り行きに注目しな

がら、守山市では年輪年代法による分析を進めてゆきたいと思う。

◇編集;後記30℃を超える暑い日が毎日続いています。外に出て発掘していても、
"ですが、時折そよぐ風にふと自然のありがたみを感じます。(M.N)
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